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１ 主題構成表 
主題名「強い意志をもって」（中学校・第１学年） 資料名 「医学ひとすじ」（坪井信道） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

■ 内容項目 Ａ（４） 
「希望と勇気、克己と強い意志」 
 より高い目標を設定し、その達
成を目指し、希望と勇気をもち、
困難や失敗を乗り越えて着実にや
り遂げること。 

■ 内容項目から見た
生徒の実態 

（意識） 
・先輩の姿にあこがれた

り、成長した自分の姿
を思い描いて目標を
立てて努力しようと
したりする意欲があ
る。 

・目標は立てるものの、
すぐにあきらめてし
まい、達成するために
努力を重ね、粘り強く
取り組もうとする意
志に弱さがある。 

（要因） 
・自分の目標を実現し

たときの達成感や充
実感を十分に感得し
た経験が少ない。 

・努力をしても自分に
は無理だろうという
決め付けた考え方を
する傾向がある。 

・目標の実現に向けて
努力することが、自
分自身の生活を充実
させることにつなが
るという実感がもて
ていない。 

■ 価値の分析 
・自分自身で目標を設定し、その達
成を目指すことは、自分の生活や
人生を充実させる。たとえ小さな
目標であっても、達成されたとき
には満足感となり、自己の可能性
を伸ばし人生を切り拓いていく
原動力となる。 

・中学生の段階は、希望と勇気をも
って困難を乗り越える生き方に
憧れをもつ時期である。同時に、
挫折や失敗を恐れ、悩み苦しむ時
期でもある。 

・指導に当たっては、目標の実現に
は、困難や失敗を乗り越えること
が必要であることが実感できる
ようにするとともに、そのための
方法について考え、強い意志や困
難に直面したときの心構えにつ
いて、繰り返し学習できるように
することが大切である。 

■ ねらい 
目標を立て、困難や苦労を乗り越えながら、その達成に向けて取り組むことが、自分の夢や希

望の実現につながることに気付き、強い意志をもってやり遂げようとする心情を育てる。 

■ 展開の構想 
・子どもの頃に両親を亡くし、父の教えや母を
救えなかった悔しさから医者になると決心し
た時の思いの強さに気付けるようにする。 

・恵まれない境遇の中にあって意識不明になっ
ても、辛さや苦しさを他人に訴えることをせ
ず、貧困や疲労と闘いながら勉学に励んだ姿
から、困難を乗り越えてやり遂げる意志の強
さに気付けるようにする。 

・様々な困難を乗り越え、医者になることを実
現した信道の意志の強さを今後の自分の生き
方に結び付けて考えられるようにする。 

■ 基本発問（◎中心発問） 
◎信道が、貧困や疲労と闘いながらも勉学に
励み続けたのはなぜだろう。 

 
○信道が医者になりたいと努力する中、困難
な状況が次々と押し寄せるが、自分だった
らどうするのだろうか。 

 
○信道の生き方について、これからの自分の
生き方に生かせることをノートに書こう。

■「私たちの道徳」の活用（ 授業前 ・ 授業中 ・ 授業後 ・ 活用しない ） 
（活用の仕方）「アイルランドのことわざ」（Ｐ１６）を家族と一緒に読み、家族の人と一緒に

感想を話し合う。 

■ 資料の分析 
・本資料は、母の死をきっかけに

医師になることを決め、貧困や
疲労と闘いながらも、一途に勉
労に励み、蘭方医学の研究に打
ち込み続けた信道の生き方が
描かれている。 

・その生き方から、希望や勇気、
強い意志をもって願いを達成
しようとすることの大切さに
ついて考えることができる。 

・１２歳で両親を亡くし、「立派
な人になってほしい」という父
の教えと、「やさしい母を救え
なかった悔しさ」から医者にな
ろうと決心した時の気持ちを
捉える。 

・貧困のため、勉強の時間を削っ
て働き、お金を稼がなければな
らず、ついに意識不明になって
しまう。しかし、辛さや苦しさ
を決して他人に言わず、その境
遇と闘いながら勉学に励む信 
道の姿から、困難に立ち向か 
い、着実にやり抜いていく強い
意志を捉え、自分自身の今後 
のよりよい生き方についての 
自覚を深めることができる。 


